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内
閣
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一
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五
四
二
号

平
成
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十
一
年
六
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
国
家
公
務
員
の
所
管
業
務
に
つ
い
て
の
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
の
認
識
に

関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
国
家
公
務
員
の
所
管
業
務
に
つ
い
て
の
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
の
認

識
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
局
長
が
虚
偽
有
印
公
文
書
作
成
・
同
行
使
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
遺

憾
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
検
察
当
局
に
よ
る
捜
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
当
該
捜
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、
厳
正
に
対
処

し
て
ま
い
り
た
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
書
は
、
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
に
お
い
て
案
を
作
成
し
、
�
添
厚
生
労
働
大
臣
の
決
裁
を

経
た
上
で
、
平
成
二
十
一
年
六
月
十
二
日
の
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
九
九
号
）
二
及
び
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お

り
、
一
般
に
、
国
会
に
お
い
て
局
長
等
が
政
府
参
考
人
と
し
て
説
明
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
所
管
外
の
事
項
に
つ
い
て
の
も

の
で
あ
る
場
合
に
は
、
局
長
等
が
答
弁
を
差
し
控
え
る
旨
の
答
弁
を
す
る
こ
と
は
、
許
容
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
当

一



該
答
弁
書
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
答
弁
を
行
っ
た
こ
と
が
、
問
題
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二


